
書
く
こ
と

手
引
き
２

チ
ャ
ー
ト
で
確
認
！

手
紙
と
通
信
文

手
紙
の
基
本
形

通
信
文
の
基
本
形

拝
啓

早
春
の
候
、
～

さ
て
、
～

こ
れ
か
ら
お
忙
し
い
時
期
に
な
っ
て
～

皆
様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

敬
具

○
月
○
日

佐
賀

太
郎

鍋
島

次
郎

様 ☆
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
書
く
！

手
紙
・
通
信
文
編

①

④ （ ⑤ ）

③

②

以上

記

⑥

⑦

相
手
の
名
前
を
書
く
。
敬
称
は
一
般
的
に
は
「
様
」
を
使
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
「
先
生
」
を
使
う
こ
と
も
あ
る
。

相
手
が
た
く
さ
ん
の
時
は
「
御
一
同
様
」
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
。
会
社
の
場
合
は
「
御
中
」
も
使
え
る
。

前
文

主
文

末
文

後
付
け

頭
語
↓
結
語
は
セ
ッ
ト
で
使
う
。

「
拝
啓
」
↓
「
敬
具
」

「
謹
啓
」
↓
「
敬
白
」

「
前
略
」
↓
「
草
々
」

※
女
性
の
場
合
「
か
し
こ
」

頭
語
に
続
き
、
時
候
の
あ
い

さ
つ
、
相
手
の
安
否
を
た
ず

ね
、
自
分
の
安
否
を
伝
え
る

な
ど
す
る
。

手
紙
の
趣
旨
と
用
件
を
書

く
。
用
件
が
正
し
く
伝
わ
る

よ
う
、
整
理
し
て
書
く
。

相
手
の
こ
と
を
気
づ
か
う

内
容
で
お
別
れ
を
述
べ
る
。

日
付
、
差
出
人
の
名
前
、

あ
て
名
の
順
に
書
く
。
各

位
置
に
注
意
す
る
。

用
件

①

日
付右

上
に
年
月
日
を
必
ず
記
入
す
る
。

②

あ
て
名

役
職
、
フ
ル
ネ
ー
ム
、
敬
称
。
左
寄
せ
。

③

差
出
人

組
織
と
し
て
出
す
と
き
も
、
必
ず
責
任
者

個
人
の
名
を
入
れ
る
。
右
寄
せ
。

④

表
題「

○
○
に
つ
い
て
」
と
大
き
な
字
で
、

中
央
に
書
く
。

⑤

用
件
の
種
類

「
依
頼
」
「
案
内
」「
連
絡
」
な
ど
。

⑥

前
文
・
主
文

時
候
の
あ
い
さ
つ
、
日
ご
ろ
の
感
謝
に
続

い
て
、「
標
記
の
件
に
つ
い
て
下
記
の
と
お

り
…
」
と
簡
単
に
予
告
す
る
。

⑦

必
要
な
事
項
を
箇
条
書
き
で
書
く
。


